
神奈川県立厚木西高等学校 

令和６年度 第３回学校運営協議会 議事概要 

日時  令和７年３月 11 日（火） 

                                            １５：00～１6：4０ 

場所  厚木西高等学校 会議室                
 

１ 開会 

・会長挨拶 

東日本大震災から14年が経過した。震災が起こったその日その時間には、一度立ち止まりそ

の時のことを振り返る。今回は３回目ということもあり、年間のまとめとなる。 

・校長挨拶 

先日発行された 40 周年記念冊子、御覧になって頂きたい。 

先日行われた卒業式・学年末試験とも、無事終了した。 

今日は東日本大震災が起きた日。学校内では危機管理マニュアルを作成し、防災教育に役立て 

ている。 

来年度の人事が難航している。教員の人数が足りていない関係で配置が埋まらない状況。国語 

と英語の人員が足りていない。 

 

２ 報告・協議事項 

・厚木西高等学校の学校経営について 

学校評価報告書実施結果（各グループより説明） 

【学習支援G】 

学校で作成している教育課程にのっとって進めている。第一に考えるのは生徒のことであり、

より生徒に合わせたものに今後も改善していく。日々の教育活動の状況、学習到達度テスト、選

択科目の結果等から本校生徒の課題の把握に努めた。これにより、本校生徒は家庭学習の時間が

足りていないことが分かった。学校としては課題や宿題などを用いての家庭での学習時間の確保

に取り組む。３年生の選択授業を受講する生徒数が一桁しかいないので、改善を進めて行く。 

【生徒支援G】 

SSW に関して、今年度は外部とつながることは少なかった。SCは今年度対応した生徒の数は

昨年度とほとんど変わらなかった。しかし、全体での面接回数は 50 回程度増えている。生徒の

心のケアが必要となってきている。 

昨年度に比べて生徒の自転車での事故は減少している。学校内で生徒に向けて実施した自転車

に関するアンケートでは、ヘルメットを所持している生徒はかなり多かった。しかし、その中の

ほとんどの生徒がヘルメットを持っていても着用していないと回答していた。着用しない理由と

して多かったのは、「周り着用していないから。」や「着用しているとかっこ悪いから。」などの理

由が多くあった。命を守るものなので、生徒たちにヘルメットを着用し安全な運転をするように

指導をしていく。 

 



【活動支援G】 

今年度は文化祭や体育祭、球技大会等学校内での催しは教員主体で進めていくことができた。

今回一回きりで終わってしまうことなく、今後も引き続き同じような状態で行えるようにつなげ

ていくことが課題。 

【進路指導G】 

生徒が大学への出願等を見ていく際に、資料の見間違いが起きないように指導をしていく。朝

学習としてのスタディサプリEnglishの利用を今後も継続していく。１月に学校全体で英検を受

験した。３年生は英検を全体で受験しないので朝学習の課題を検討していく必要がある 

【地域共生G】 

地域貢献活動として１学年による地域清掃を行った。活動が単発になってしまっても意味がな

いので、機会を増やしていくように検討していく。 

【管理運営G】 

学校での電気使用量を削減していくことを目標に今年度呼びかけを続けてきた。夏に関しては

呼びかけを続けてきたことや生徒職員の協力もあり昨年度比５パーセントの削減目標と達成す

ることができた。しかし、冬の電気少量に関しては昨年度より使用量が多くなってしまった。冬

の暖房の使用が増えていくと考えられるため冬の電気使用量が今後の課題となる。職員会議など

の会議資料等でペーパーレス化を進めてきた。今後も紙から電子データへ変更していけるところ

から進めていく。コロナ期間もあり今年度は４年ぶりに防災訓練を実施することができた。災害

時の対応を動画やグループワークによって確認することができた。 

【インクルーシブ教育推進】 

今年度の進路としては就職６人・進学３人・就労支援３人・職業訓練校１人・アルバイト１人

という結果となった。夏季休業中にはインターンシップを行うことができた。 

 

３ 意見交換 

・今年度の振り返り 来年度に向けて 

【委員】生徒支援において生徒からの相談内容としてはどのようなものが多くなっているのか。 

→【GL】：具体的な内容については伏せるが家庭的・精神的に厳しい内容も多い 

【委員】年度ごとに相談内容の記録・分析を行うとよいのでは。人数にして学校の２割の生徒が相 

談しているため内容の実態を数字として残しておくと今後人もつながる。 

【委員】SSW の外部機関はどこか。 

→【GL】：報告書によると今年度は外部機関に相談することがなかったため、今年度この機関と 

いう場所はない。ただ、相談内容的につなげたほうが良いのではという助言はあっ 

た。 

【委員】SSWGはどこにニーズがあったか。 

→【GL】：不登校気味になってしまった生徒たちに向け対応策を検討した。学校に来て他の生徒 

たちと同じように授業を受けられない生徒への学習継続の保証や、定期試験を受けら 

れるようにするために、別室を用意するなどの対応を今年度は行ってきた。 

【委員】不登校生徒が増えてきているとよく聞くが、学校内ではどのくらい増えてきているか。学 

校からのアプローチはどのようなものになっているのか。 

 



→【GL】：生徒本人もしくは保護者の方へ、担任からの連絡が主となっている。年度の初めから 

登校できない生徒もいるが、途中から登校できなくなる生徒もいる。 

【校長】：生徒からの相談内容としては、友人関係や進路関係が多くなっている。在校生だけでなく 

卒業生からの相談もある。相談された内容の記録はSCの手元に残してある。学習継続へ 

の取り組みは学習支援グループとともに進めている。しかし、相談してくれるような生徒 

はこちらも把握できるのでよいが、声を上げることができない（相談することができない） 

生徒への対応を教員も考えていかなければならない。 

→【GL】：文科省より指示を受けえている学習継続の保証については、対象となるような生徒が 

いた場合、通信教育やオンライン授業等を活用して授業を受けられるようにしている。 

今年度現在では２年生１人・１年生２人が対象となり実際に行っている。１年生１人 

に関しては、現在は教室に入れるようになるほど改善されている。 

【委員】自分のところの若者サポートステーションでも困りごとを相談してくることができない子 

への対応は苦戦している。学校での対応と合わせて協力していきたい。 

【委員】学校評価報告書の観点に対しての達成状況の書き方に違和感がある。今後、修正したほう 

が良いのでは。 

【委員】３年生の自由選択が一桁人数しかいないことについて、選択をする際に生徒は授業の内容 

がわかっているのか。わかっていないから少ないのかもしれない可能性はないか。 

→【GL】：授業内容については事前に説明がなされている。自由選択を選択している生徒の総数 

が一桁ではない。選択授業という関係で選択した生徒の人数が少ないため授業を開講 

できない授業もあった結果の一桁となっている。今後、受講する人数を増やしていけ 

るよう取り組んでいくことが課題。 

【委員】生徒の自宅学習時間が 30 分ほどになってしまっている件について、生徒達自身がどの 

ように感じているかの調査は行っているのか。 

→【GL】：現在は時間の調査で止まってしまっている。意見は今後の参考にしていく。 

【校長】：普段から学校を見渡してみると、休み時間に単語帳等を用いて学習している生徒もいる。 

今回のアンケート結果だが、学校内も含め家に帰ってからのみ、塾での時間など聞き方に 

よって生徒の答えも変わってくる。しかし、学校としては良い指摘として今後の参考にさ 

せていただく。 

【委員】生徒による授業評価は学校で行っているか。 

【校長】：行っている。それを踏まえての改善も各教科行っている。 

４ その他 

【委員】進路関係のインターンシップは良い刺激となった。発表の回数を増やせればと思う。 

→【GL】：年間行事予定等を確認し、今後の検討していく。 

【副校長】：部活動が参加させていただく地域の活動については、新年度顧問が変わる可能性があ 

るので未定ではあるが。顧問が決まり次第、活動への参加を呼び掛けていく。 

【委員】管理グループから出た電気の省エネについてだが、夏の暑さも年々ひどくなっている。 

ただ具体的に数値を用意してそれを求めていくのも変ではないのか。使う時に使うように 

して、無駄になっている部分を省いていくのが良いのではないか。費用は学校の予算でや 

っているのか県が負担してくれているのかどちらなのか。 

 



→【GL】：生徒の健康が第一なのは変わらない。そのため使うべき時期に使い、無駄を省いてい 

     くという考え方はご意見と変わらない。費用は県費から出ている。 

【校長】：電気代は需用費から出ている。そのため電気代に使う分が少なくできる事ができれば、 

他の必要な物品にお金をまわすことができる。 

【委員】学校の管理の話だが、生徒がもっと清掃に関心を持ち、力を入れることができると良いと

思う。夫と息子が学校見学に来た際に廊下の端にホコリ等がたっまていることが気になっ

たと話していた。 

【委員】自転車の罰則が強化されてしばらくたつが、生徒への周知はどうなっているのか。 

→【GL】：自転車の罰則や危険性については学年集会等機会があれば生徒に周知している。また、 

学校名で名指しされていないが、警察から高校生を指導した件数が連絡されてきてい 

る。 

【委員】いつも地域部会にいるが、インクルーシブの部会の内容も知りたい。 

【委員】インターンシップ等を通してもっと学校と協力していくことができればしていきたい。 

【委員】自転車事故が減ってきていることは良いことだと思う。生徒の意識の改善のために指導を 

増やしてもよいのではないか。学校周りの道路の状況を知って危険なところがあれば市へ 

連絡することも考えてほしい。地域清掃を義務感でやるのではなく自主性を持って行って 

ほしい。 

【委員】学校で行われている取り組みに対して、生徒がどう感じているのかを知りたい。清掃・自 

    転車に対しての指導だけで終わるのではなくフィードバックできる場を設けてほしい。 

【委員】様々な課題が出てくると思うが「生徒」の問題として捉えるか「学校」の問題として捉え 

るかで考え方が変わってくる。授業やSCなど色々な視点で対応していってほしい。 

【委員】来年度の教員の数が足りていないことはとても大変だと思う。その中でも、生徒の意思決 

    定の尊重をしていってほしい。様々な相談が出てくると思うが、その中でも放置してはい 

けないものをしっかりとすくい上げて対応してほしい。そのためにも教員間の情報共有を 

徹底してほしい。 

【委員】最近、若者の中でも社会とつながっていない人が多くなってきている。社会とつなげてい 

    くためにイベントを繰りかえし行うなどの機会はあるのか。 

→【GL】：学年全体で行うとなると今は難しい。部活動等細かく分けて動いていければ可能かも 

しれないので今後検討する。 

【委員】少し前には祭りの準備等で学校と地域の関わりがあった。コロナもあけたので、そのよう 

な機会をまた増やしていきたい。 

【委員】生徒達が自分たちで考えて決めていく機会を増やしてほしい。高校生活のうちに自分達で 

やり切った事を経験してほしい。 

【委員】生徒指導等問題の事象が複雑化している。だからこそ、一人ひとり丁寧に対応していく。 

つながりを大切にして相談できる環境を用意していってほしい。 

【委員】学校に期待されていることが多岐にわたっている。それぞれに対応していく中、最後にま 

とめるような機会は大事にしていきたい。校内評価での改善については、内容として踏み 

込んだものが多く挙げられているように感じる。ただ、幅広い視点から学校運営への協議 

・協力ができているように感じる。 

 



  【副校長】：本日はお忙しい中ご出席いただきありがとうございました。今年度3 回の学校運営協 

議会も皆様方のご協力により、無事終えることができました。 

今年度皆さま方から提案されたご意見等は、来年度の学校運営に生かしていきたいと 

思います。 

 

５ 閉会 

                                     

16：50 終了 


